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1．はじめに   

本稿に古まファジィ線形モデルが最小自乗接近に基づくファジィ回帰手法によって  

議論される。さて、L．A，Zadehなどによって記述された車測理論はN・Wienerの理論  
の拡張である。小田中等は拡張された予測理論に対してDPの関数方程式を論じた。  
本稿ではファジィ回帰手法に対してこのDPの手法を示す。数値計算例はこの手法  
が効果的計算法であることを示している。  

2．ファジィ最小自乗回帰法（FWLSR）  

2．1 はじめに   

ファジィ回帰を最小自乗法に基づいて述べよう。主な概念は平均と巾■とを別々に  

推定することである。この新しいファジィ最小自乗回帰法（FWLSR）の利点は、  

1）非相関パラメータと相関パラメータの推定は同一の方法で実行される。  

2）集められたデータによる確立されたモデルの意思決定者の信頼性は重み因子の使   

用によって示される。  

3）ファジィ出力が取扱われる。  

である。  

ここでは先ずFWLSRの基本的思想を紹介する。  

2．2 FWSLR   

次のファジィ⊥般線形ヰデル（FGLM）は関係（1）によって示される。  
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3．ファジィ相関関数   

FGLMモデルの推定ファジィ出力のモードと左右のH水準巾を推定するため、次の  

ファジィ重みの最小自乗法が用いられる。   
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ある。  

実際のデータγf（f＝l，…，Ⅳ）において、各データ点はそれ自身のメンバーシップ関  

数を持っていることは強調されなければならない0かくして各γ′に対するファジ  

ィ重みは次のようにして定義される。  

ファジィ自己相関関数とファジィ相互相関関数とを次のように定義する。  
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である0エ∫（可、ら（れエサ（可、凡（可、軋（れ点呼（〃）についても同様である。  

4．拡張された予測理論  

5．数値計算例  
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